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石油供給が増加、来年にかけ需要上回る見通し＝ＩＥＡ月報

［ロンドン　１４日　ロイター］ - 国際エネルギー機関（ＩＥＡ）は１４日、新型コロナウイルスの感染拡大とオミクロン株の出

現により、世界の石油需要が伸び悩むとみられるが、全体的には供給が増加しており、今月から来年にかけて供給が需要を上回る

との見通しを示した。

ＩＥＡは月報で「現在進行中の石油需要の回復は、新型コロナの感染拡大で一時的に鈍化するが、反転はしない見通しだ」とし

「感染防止対策の新たな封鎖措置が経済に及ぼす影響は、これまでの感染局面よりも抑制されたものになる公算が大きい」と指摘

した。

ＩＥＡは米国で掘削が増えており、米国の生産が２カ月連続で最大の増加を記録すると予測。

石油輸出国機構（ＯＰＥＣ）プラスが合意通りに完全に減産を解除すれば、来年のサウジアラビアとロシアの年間生産量も記録的

な高水準に達する可能性があるとの見方を示した。

その場合、来年の世界の石油供給は日量６４０万バレル増加する可能性がある。今年の予測は日量１５０万バレル増。

今年と来年の石油需要予測は、それぞれ日量１０万バレル下方修正した。新たな渡航規制でジェット燃料の利用が減ることが主因

になる見通しという。
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ＯＰＥＣ、22年第1四半期の需要見通し上げ　新変異株の影響軽微

［ロンドン　１３日　ロイター］ - 石油輸出国機構（ＯＰＥＣ）は１３日に発表した月報で、２０２２年

第１・四半期の世界の石油需要見通しを引き上げた。新型コロナウイルスのオミクロン変異株による影響

は軽微かつ短期的とした。

２２年第１・四半期の石油需要見通しは平均で日量９９１３万バレルと、前月の予想から１１１万バレル

上方修正した。

月報で「これまで２１年第４・四半期に予想されていた回復の一部が２２年第１・四半期にずれ込み、そ

の後２２年後半にかけてより安定的な回復が続く」と指摘。世界の新型コロナウイルス感染症およびそれ

に関連する問題への備えが改善しているため、「オミクロン変異株の影響は軽微で短期的になる」とし

た。

２２年の需要の伸び見通しは日量４１５万バレルで据え置き。今年の需要の伸び見通しも維持された。

世界の消費量は２２年第３・四半期に日量１億バレルを突破するとの先月の見通しを据え置いた。

１１月のＯＰＥＣ産油量は２９万バレル増の日量２７７２万バレル。サウジアラビアとイラクなどの産油

量が増加した。


